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You Only Shake Once
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1. 研究略歴
筆者は，油圧ショベルの生産性向上を目指した研究を
行ってきた．特に，都市でのアスファルトで囲まれた土
工現場（以下，「都市土工」）において，生産性低下や労
働環境悪化をもたらす土砂のこぼれについて着目してき
た．油圧ショベルによる作業の中で，土砂のこぼれは掘
削中や旋回中に生じる．掘削中の土砂のこぼれは，掘削
軌道を工夫することで低減できることを明らかにした1)．
また，旋回中の土砂のこぼれを低減させる手法を提案す
るために，熟練技能者の油圧ショベルによる掘削作業を
数多く確認した．受賞論文2)では，熟練技能者のごく一
部が行う動作に着目し，旋回中の動作を変化させなくて
も，放土量は維持したまま，旋回中の土砂のこぼれを大
きく低減できることを，シミュレーション実験を通じて
考察している．

2. 受賞論文の紹介
油圧ショベルによる掘削作業では，掘削を行った後に
旋回し，放土を行う．この旋回中に土砂のこぼれが生じ
ることがある．都市土工において，土砂のこぼれが生じ
た場合，人力による清掃が必要となり，生産性低下や労
働環境悪化をもたらす．旋回中の土砂のこぼれを低減さ
せるには，旋回速度を遅くする手法や放土量を減らす手
法が考えられる．しかし，これらの手法は生産性の低下
につながる．そこで本稿では，旋回速度を変化させるこ
となく，放土量を維持しつつ，旋回中の土砂のこぼれを
低減させることを目標とした．一部の熟練技能者の動作
を参考にし，掘削中に油圧ショベルのバケットの口が水
平になったタイミングで，前後にバケットをすばやく振
る動作を提案した．この動作によりバケット内の土砂が
移動し，放土量は維持しつつ，旋回中の土砂のこぼれが
生じにくい積み方になることを狙った．提案動作の大き
さを変化させながら行ったシミュレーション実験により，
土砂の硬さや掘削軌道によらず，提案動作により放土量
を維持しつつ，旋回中の土砂のこぼれを大幅に低減でき

ることを明らかにした．また，土砂の硬さや掘削軌道の
違いにより，適切な提案動作の大きさは変化することを
明らかにした2)．

3. 今後の展望
今後は，実際の土砂を用いて検証を行い，提案動作の

有効性を確認していく．また，本研究の最終的な目標は，
油圧ショベルによる掘削作業の生産性向上である．その
実現のためには，生産性の評価・解析が必要となる．そ
こで，生産性の評価・解析のための手法として，油圧ショ
ベルの動作認識の研究を進めている3)．

（2023 年 2 月 27 日受付）
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